
with-corona 医療用マスクなどの寄贈・貸与

【令和２年３月２０日 十勝毎日新聞掲載】

１月に星野リゾート・トマム一連工事で
関連のある復星国際（Fosun
International Limited：中国上海市）へ、
イデラキャピタルを通じて医療用マスク
33,000枚・防護服3,000着を寄贈。

この返礼として北海道庁にマスクが
寄贈されました。

【医療機関への寄贈式の様子】

関係医療機関や介護福祉施設に感染症対策品を寄贈。

医療用マスク 16,000枚
非医療用マスク 93,500枚

防護服 3,000着
フェイスシールド 1,000個
非接触型体温計 30台
サラモア（次亜塩素酸ナトリウム） 4,000㍑
ポリエチレン製ビニール手袋 215,000枚
消毒液 1,000㍑
ゴーグル 2,000個

※マスク合計 109,500枚を寄贈

○寄贈先…札幌医科大学、帯広厚生病院、帯広協会病院、
北斗病院、帯広第一病院、開西病院など

○陰圧テント貸出先…帯広市医師会（ＰＣＲセンター）、
帯広協会病院、北斗病院、開西病院


Sheet1

		医療用マスク イリョウヨウ		16,000枚 マイ

		非医療用マスク ヒ イリョウヨウ		93,500枚 マイ

		※マスク合計 109,500枚を寄贈 ゴウケイ マイ キゾウ

		防護服 ボウゴフク		3,000着 チャク

		フェイスシールド		1,000個 コ

		非接触型体温計 ヒ セッショクガタ タイオンケイ		30台 ダイ

		サラモア（次亜塩素酸ナトリウム） ジアエンソサン		4,000㍑

		ポリエチレン製ビニール手袋 セイ テ ブクロ		215,000枚 マイ

		消毒液 ショウドクエキ		1,000㍑

		ゴーグル		2,000個 コ







with-corona 医療用陰圧テントの提供

【令和２年６月１７日 北海道新聞掲載】

【令和２年９月１８日 十勝毎日新聞掲載】

地域貢献活動の一環として購入し、地域の拠点病院などへ無償で貸し出しました。
また、ＰＣＲセンター設置に伴う貸し出しも行い、地域の安心、医療従事者の安全確保のため
に、様々な形で感染対策に協力しております。

【医療従事者への説明状況】

【ＰＣＲセンター開設に伴う記者会見】

医療用陰圧テントは、テント内部の気圧を外部よりも低くし、排気フィルターを通すことで
ウイルスがテント外へ出ることを防ぐことができます。また、内部では空気の流れを一方向
にすることで医療従事者への２次感染が起こりにくい構造となっています。【陰圧テント内部】



with-corona 社内及び協力会社関連

【執務室の状況】

ジアイーノ

【工事現場事務所の状況】

アクリル板

アルコール消毒液

検温ゲート 検温サーマルカメラ

③ 感染拡大防止の観点から、４月１日より全社員
に対して特別休暇を付与。（本社支社勤務：５月
３１日まで、現場勤務：５月６日まで実施）

① 新型コロナウイルスに対する事業継続計画
（ＢＣＰ）を定め、３月より予防対策を実施。

② 協力会社に対して、金融機関の協力により
独自の経営支援相談窓口を開設。

④ 施工中の全現場を対象に発注者並び関係者との
協議のもと、可能な限り４月１日から５月６日
まで休工とした。

⑤ 本支社に、体表面温度計測機及びアクリル板、
次亜塩素酸 空間除菌脱臭機「ジアイーノ」、
クレベリン、抗菌テープ、衛生抗菌マットを設置。

⑦ 医療用陰圧テント５セット、
ハイブリットエアーテント１セットを購入。

⑥ 検温ゲート及び検温サーマルカメラ、紫外線空気
清浄機（エアーリア）を全工事事務所に設置。

エアーリア

体表面温度計測機



with/after-corona 建設現場における取組

建設現場では、新型コロナウイルス感染症対策を契機にWebカメラ等の映像技術を活用した
遠隔管理やICT活用技術等、i-Constructionの推進や建設DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)が加速して
おり、弊社も積極的にデジタル技術を活用し「建設現場の工場化」を目指します。

【建設現場の遠隔確認】

after-corona 現場で撮影

これまでは、発注者の監督職員や会社の管理者等が直接現場
へ足を運んで作業指示や建設物がきちんと作られているかを
検査、確認していました。Ｗｅｂカメラ等の導入により、直
接現場に行かなくても、インターネットを通して映像が確認
できるので、いつでも何処でも現場の状況が確認できるよう
になりました。これにより、これまで掛かっていた移動時間
の削減や人と直接接する機会を減らすため、感染予防対策と
なっています。

●宮坂建設工業のＤＸ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)

弊社ではＢＩＭ/ＣＩＭ、５Ｇ技術の導入や現場でのＡＩ活用
により誰でもすぐに現場で活躍でき、少人数で複数現場が管
理できるような建設現場のファクトリー化を目指します。

会社で確認

with-corona

現場で撮影
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